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タイの蘇苔類 堀川芳雄 ･安藤久次 (広大)
タイの淡水産軟体動物 波部 忠重 (科 博)




タイ ･マレーの トンボ書類 朝比奈正二郎 (予研)
タイ ･マレーの蝶類 川副 正人 (日新高校･布施)
































育学 および心理学 の教授 であった｡ その後3年間










































































タイ, ビルマ, カンボジア, ベ トナム, アフガニス
タン,ラオス,ネパール等の各国においてその進度は
異なるが,いずれも20年以内に目標達成の見込みがあ
るOこの20年計画はさらに細かく5年計画,年次計画
に分けて立てられているO教育計画の基礎として総人
口,学令人口を見積もり,所要教員や建物,財政需要
を詳細に分析 している｡特に,この計画実施上の難関
は財政であると指摘 している｡
第4章ではカラチ会議に提出したアジア地域計画の
ための参考案を示 している｡たとえば教育行政官の養
成,教育指導者の養成,学校建築,教師と児童用の教
科書や図書の発行などのために,ユネスコが,地域計
画を立てるべきこと,そのために研究や教育のセンタ
ーを設けるべきこと,関係機関の協調,外部援助の確
保などを説いている｡
第5章では,カラチプランの実施は基本的には各国
自身の責任であり,したがって各国の国家予算によっ
て実施すべきことについて勧告 している｡外部援助を
必要とする事項として計画,研究評価,財政をあげて
いる｡カラチ会議の勧告としては初等教育の目標,義
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